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研究成果の概要（和文）：この研究は、経営者と消費者間の相互連関における企業の社会的パフ

ォーマンス(CSP)を論じる。とりわけ、CSP を公共財の私的供給としてとらえる。モデルにおい

て、二種類の社会的選好、すなわち、CSP にたいする消費者と経営者の二種類の選好を分析す

る。企業の道徳的行動の水準を決定する主要な力となるのは、相互連関において生じる社会的

満足度である。行動経済学的視点によれば、社会的価値に影響されない低水準の倫理的行動を

緩慢さの異なる源泉としてみることができる。高水準の倫理的行動を維持している企業は、社

会的意識の強い消費者の期待にこたえ、公共財の私的供給を改善する。 

研究成果の概要（英文）：This study discusses corporate social performance (CSP) in 
manager-consumer interactions. In particular, the study identifies CSP with the 
private provision of public goods. The model analyzes two kinds of social 
preferences: the consumer's taste for CSP and the manager's taste for CSP. The 
primary force in determining the level of corporate moral conduct is the resulting 
social satisfaction in the interactions. A behavioral economic view identifies 
an alternative source of inertia as the low level of moral conduct insensitive 
to the social values. The firm operating at the high level of moral conduct focuses 
on meeting the expectations of socially conscious consumers and improves the 
provision of public goods.
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の関心が、現代社会において高まっている。
しかしながら、経済学の理論においては、株
主のために利潤を最大化することが企業の
目的であるという考え方が支配的である。ミ
ルトン・フリードマン(Milton Friedman)に
よれば、利潤を最大化していない企業は社会
的責任を果たしていないことになる。 
倫理的な要素が企業にとって費用となる

限り、利潤最大化と相反するような CSR 活動
を行う企業は非効率的な存在となり、市場経
済において淘汰されてしまう。 
利他的行動を考慮した新しい企業理論の

構築により、従来の企業モデルのように金銭
利潤のみを求めるのではなく、利潤最大化行
動以外に非金銭的な倫理的行動規範をとも
なう経営者の行動分析が求められる。利潤最
大化行動と倫理的行動とのトレードオフに
縛られない経済分析の枠組みにおいて、CSR
活動を行う企業が市場圧力によって淘汰さ
れないことを示したい。経営者とステークホ
ルダーとの関係をゲーム理論によりモデル
化することで、非市場型メカニズムの仕組み
を明らかにしたい。経営者の CSR 活動にたい
する心理的態度と、ステークホルダーが抱く
企業のCSR活動への心理的評価との相補的な
関係を明示的に理論化することにより、市場
圧力だけにとらわれずに、倫理的な次元をと
もなった企業理論の新たな枠組みを提示し、
その枠組みにおいて、利潤最大化行動と倫理
的行動とのトレードオフに縛られない新た
な企業行動モデルを論じたい。 

２．研究の目的 

経営者とステークホルダー(とりわけ消費
者)との関係をゲーム理論によりモデル化す
ることで、非市場型メカニズムの仕組みを明
らかにする。経営者の CSR 活動にたいする心
理的態度と、ステークホルダーが抱く企業の
CSR 活動への心理的評価との相補的な関係を
明示的に理論化することにより、市場圧力だ
けにとらわれずに、倫理的な次元をともなっ
た企業理論の新たな枠組みを提示する。その
枠組みにおいて、利潤最大化行動と倫理的行
動とのトレードオフに縛られない新たな企
業行動モデルが論じられる。行動経済学は利
他的行動の研究を進展させてきた。 
本研究は、行動経済学による研究成果を企

業の CSR 活動の分析に適用し、新たな企業理
論を構築する。 
さらに、企業の CSR 活動を「公共財の私的

供給」として分析をおこなう。経営者が社会
的な価値にどれだけ適応するのかによって、
企業のCSR活動水準が大きく異なってくるこ
とをモデル分析により明らかにしながら、そ
のモデルにおいて、経営者の CSR 活動にたい

する社会的選好の創発を内生的に説明する。 
さらに、組織内部にいる経済主体の社会的

選好の創発とその進化について、動学的モデ
ルを使って考察しながら、そのモデルにおい
て、利他的行動が持続可能になるための制度
的条件を理論的には明示化し。社会規範と経
済主体の選好との相互関係を考察してモデ
ルを発展させる 

３．研究の方法 

本研究は、利他的行動を考慮に入れて、非
市場型メカニズムを重視した、新たな企業理
論の構築を目指すものである。 
とりわけ、企業の CSR 活動への利他的行動

からのアプローチとして、経営者とステーク
ホルダーとの贈与交換ゲームを考える。ジョ
ージ・アカロフは、企業と労働者の関係を、
企業の好意(高い賃金)にたいして労働者が
好意(高い努力水準)で応えるという、贈与交
換モデルで分析した。本研究は、CSR 活動モ
デルを、贈与交換ゲームとして拡張する。ス
テークホルダーの好意(CSR 活動への高い評
価)にたいして経営者が好意(CSR 活動)で応
えるかたちで、正の互恵性が当事者間に創発
する非市場型メカニズムを理論的に考察す
る。 
さらに、経営者とステークホルダーとの間

に創発した正の互恵性が、持続可能となるた
めの制度的条件を動学的モデルに基づいて
考察する。本研究は、社会規範というインフ
ォーマルな制度に注目する。経営者とステー
クホルダーとの関係を社会規範の進化モデ
ルにおいて定式化し、両者間で信頼関係が持
続可能となるための条件を考察する。社会規
範と各経済主体の選好の共進化を理論的に
明示することで、利他的行動を考慮した企業
の動学理論の完成が期待される。 
理論経済学の側面から次の二つの問題を

明らかにする。 

(1)企業の CSR 活動への利他的行動からのア
プローチとして、経営者とステークホルダー
との贈与交換ゲームを考える。ジョージ・ア
カロフ(George Akerlof)は、企業と労働者の
関係を、企業の好意(高い賃金)にたいして労
働者が好意(高い努力水準)で応えるという、
贈与交換モデルで分析した。本研究は、CSR
活動モデルを、贈与交換ゲームとして拡張す
る。ステークホルダーの好意(CSR 活動への高
い評価)にたいして経営者が好意(CSR 活動)
で応えるかたちで、正の互恵性が当事者間に
創発する非市場型メカニズムを理論的に考
察する。 

(2) 経営者とステークホルダーとの間に創



発した正の互恵性が、持続可能となるための
制度的条件を動学的モデルに基づいて考察
する。本研究は、社会規範というインフォー
マルな制度に注目する。経営者とステークホ
ルダーとの関係を社会規範の進化モデルに
おいて定式化し、両者間で信頼関係が持続可
能となるための条件を考察する。社会規範と
各経済主体の選好の共進化を理論的に明示
し、またモデルの数値解析を行うことによっ
て、利他的行動を考慮した企業の動学理論を
構築する。 

以上のことにより、利他的行動が経済活動
として生じることが内生的に示される。経済
主体には、利己的な動機と利他的な動機が共
存している。贈与交換ゲームとして定式化す
ることで、利他的な動機に基づく行動が創発
する非市場型メカニズムの分析が可能とな
る。 
さらに、マクロ(社会規範)とミクロ(各経

済主体の選好)との動学的関係に注目するこ
とにより、利他的行動が持続可能になるため
の制度的条件が示される。社会規範というイ
ンフォーマルな制度に注目して、企業の CSR
活動が社会において持続可能になるための、
制度的特質を浮き彫りにする。 

４．研究成果 

本研究においては、以下の [Phase 1]と
[Phase 2] の二つからなる局面を達成するこ
とを目指した。 

[Phase 1] 経営者とステークホルダーとの贈
与交換ゲームを考え、正の互恵性が両者間で
創発する非市場型メカニズムを明らかにす
る。 

ジョージ・アカロフは、企業と労働者の関
係を、企業の好意(高い賃金)にたいして労働
者が好意(高い努力水準)で応えるという、贈
与交換モデルで分析した。本研究は、企業の
CSR 活動への利他的行動からのアプローチと
して、経営者とステークホルダーにおける贈
与交換モデルの提示を目的とした。公共財の
私的供給として以前私が定式化した、CSR 活
動モデルを、贈与交換ゲームとして拡張した。
ステークホルダーの好意(企業の CSR 活動へ
の高い評価)にたいして経営者が好意(CSR 活
動)で応えるかたちで、当事者間に正の互恵
性が創発する非市場型メカニズムを理論的
に考察した。以前の私の研究では、経営者の
CSR 活動にたいする社会的満足が外生的に与
えられていたが、この研究により、経営者の
社会的選好が創発することを内生的に説明
できた。 

[Phase 2] 経営者とステークホルダー両方の
利他的行動が持続可能となるための制度的
条件を明らかにする。理論的分析のための動
学的モデルを作成する。 

この研究を行う以前に、私は、企業の CSR
活動を公共財の私的供給としてモデル化し、
理論的分析を行ってきた。また、コミュニテ
ィーにおける信頼関係の創発条件について
の研究も行った。これらの研究成果を、経営
者とステークホルダーとの関係に適用する
ことで、企業の CSR 活動が持続可能となる 
ための制度的条件を理論的に考察した。
[Phase 2] では、社会規範というインフォー
マルな制度に注目し、その進化を考察した。
社会規範の進化についての研究結果を、経営
者とステークホルダーとの関係に適用する
ことで、ステークホルダーが抱く企業の CSR
活動への心理的態度の進化と、それにともな
う経営者の行動規範の進化が動学的に考察
できた。社会規範と各経済主体の選好の共進
化を理論的に解明した。 
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